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一

は

し

が

き

ツ
ガ
ン
日
パ
一
フ
ノ
ア
ス
キ
ー
の
恐
慌
論
を
、
彼
の
崩
壊
理
論
と
の
間
接
に
烏
い
て
、
考
察
す
る
と
と
を
目
的
と
す
る
。

て
、
ツ
ガ
ン
の
恐
慌
に
沿
け
る
週
期
性
の
解
明
や
わ
れ
わ
れ
O
恐
慌
論
に
関
す
る
積
極
的
主
張
は
本
稿
。
範
囲
外
に
属
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
就
に
ツ
ガ
ン
日
パ
一
ブ
ノ
ア
ス
キ
ー
の
崩
壊
理
論
の
理
論
構
成
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
科
問
中
的
た
崩
壊
理
論
を
放
棄
し
、
倫
理
的

崩
壊
理
論
に
導
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
は
、

従
そコ

綴
務
態
研
究

ミ五:



ツ
ガ
ン
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
恐
慌
論
に
か
ん
す
る
一
考
察

佐
除

資
本
主
義
枇
合
に
出
有
な
過
剰
生
産
法
悦
は
、
資
本
主
義
社
合
の
「
基
本
的
矛
活
」
の
週
期
的
爆
設
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
基
本
的
矛

盾
」
の
窮
極
的
止
揚
は
資
本
主
義
枇
ん
引
の
崩
壊
を
意
味
す
る
。

ツ
ガ
ン
が
、
資
本
主
義
一
位
九
切
に
ゐ
け
る
恐
慌
な
如
何
に
説
明
す
る
か
と
い
う
と
と
は
、
被
の
崩
壊
現
論
が
、
如
何
な
る
訓
刊
誌
勝
成
を
も

っ
か
と
関
連
す
る
。

故
に

ツ
ガ
ン
の
、

(

2

J

V

 

い
わ
ゆ
る
不
比
例
設
的
恐
慌
論
の
中
心
を
な
す
再
生
産
表
式
と
生
産
の
無
政
府
性
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
を
ツ
ガ

ン
は
如
何
に
理
解
し
、

ま
た
そ
の
理
解
は
、
如
何
な
る
恐
慌
論
を
生
む
か
友
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
同
時
に
~
資
本
主
義
枇
合
の
「
基
本
的
矛
盾
」
を
、

ツ
ガ
ン
が
如
何
に
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、

役
の
恐
慌
論
と
崩
壊
理
論
と

の
謹
撃
が
一
不
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
ゐ

ツ
ガ
ン
の
恐
慌
皐
読
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
今
夏
い
う
ま
で
も
な
い
が

「
近
代
的
景
気
理
論
の
父
」
と
し
て
、
多
く
の

-138ー

恐
慌
論
日
景
気
現
論
に
影
響
を
凱
(
え
て
い
る
。
今
日
程
慌
論
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、
科
簡
単
的
な
恐
慌
論
に
封
立
す
る
も
の
と
し

あ
ら
た
め
て
吟
味
す
る
慎
値
が
あ
る
と
忠
う
。

て

い
わ
ば
一
つ
の
「
原
型
」
と
し
て
、

設
(2) (1) 

拙
稿
「
ツ
ガ
ン
口
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
『
闘
氏
経
済
調
よ
嗣
よ
り
見
た
資
本
制
秩
序
の
崩
壊
』
に
つ
い
て
」
円
北
海
道
大
感
総
務
必
ず
研
究
』

2
参
照
。

「
き
て
、
ッ
ガ
ン
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
に
お
け
る
、
彼
が
慾
慌
の
問
問
題
お
よ
び
そ
の
他
の
会
領
域
の
問
題
を
解
明
す
る
出
滋
絡
を
な
す
と
こ
ろ
の
、
務
絞

問
題
の
大
際
な
解
決
の
た
め
の
詮
則
的
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
?
そ
れ
は
信
じ
か
た
く
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
縫
認
し
て
お
く
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
に
?
セ
う
重
姿
で
あ
る
、

i
lツ
ガ
ン
の
澄
明
は
た
だ
も
つ
ば
ら
扱
張
再
生
産
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
ス
の
表
式
に
あ
る
の
だ
。
そ
れ
以
上
で

も
、
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
」

m
g但

p
g向。

sσ
ロ
司
関
口
町
)
目
。

krrrdgHM}胆
位
。
出
品
目
国
間
ぷ
】

Mgz-Hhmw山
富
山
ぬ

G
N
r
m
ω
-
M
∞ulM
∞中・

ェ

、

再

生

産

表

式

ツ
ガ
ン
刊
パ
一
ブ
ノ
ア
ス
キ
ー
の
恐
慌
論
は
「
恐
慌
を
そ
の
会
連
関
に
沿
い
て
科
接
的
に
解
明
す
る
と
と
」
乞
課
題
と
し
て
い
る
。



そ
の
場
合
に
、
「
そ
の
産
業
の
琵
展
に
沿
い
て
、
循
環
的
性
質
が
故
も
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ノ
ス
の
産
業
恐
慌
」
が
研
究
の
封
象

で
あ
る
。
故
に
、
ツ
ガ
ン
の
研
究
封
象
と
せ
る
「
恐
慌
」
は
資
本
主
義
に
悶
有
な
週
期
的
語
科
生
産
部
慌
で
る
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

と
の
よ
う
な
活
慌
友
「
科
事
的
に
解
明
」
す
る
た
め
に
、
ツ
ガ
ン
は
何
故
「
再
生
産
表
式
」
左
用
ヤ
る
か
?

恐
慌
の
「
個
々
の
原
因
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
「
恐
慌
の
挺
史
」
に
沿
い
て
な
さ
れ
る
。
だ
が
、
「
恐
協
の
一
般
的
原
因
」
乞
解
明
す
る

た
め
に
は
、
「
資
本
主
義
経
済
に
公
け
る
生
産
〔
物
〕
の
史
捌
を
支
配
す
る
諸
法
則
す
な
わ
ち
販
路
の
諸
法
則
貯
即
日
。
ぽ
含
印
伝

g
S
F官

を
よ
く
理
解
す
る
と
と
が
必
妥
で
あ
山
ご
と
、

ツ
ガ
ン
は
い
う
。

す
な
わ
ち
、
「
興
え
ら
れ
た
一
商
品
の
販
路
の
全
体
」
を
と
の
商
品
の
「
市
場
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
「
市
場
と
そ
は
現
代
経
済
生
前
の
も

ろ
/
¥
の
糸
が
集
散
す
る
結
び
目
で
あ
る
。
生
産
を
支
配
す
る
も
の
は
市
場
で
あ
っ
て
、
市
場
乞
支
配
す
る
も
の
が
生
産
で
は
な
い
。
と

こ
に
資
本
主
義
制
度
の
核
心
に
憐
れ
る
事
賓
が
あ
る
。
資
本
主
義
経
済
は
、
そ
の
一
部
分
の
み
が
用
い
ら
れ
る
と
と
ろ
の
莫
大
な
生
産
力

の
議
備
を
も
っ
。
す
べ
て
の
資
本
主
義
閣
は
、
も
し
そ
の
生
産
力
の
全
部
を
働
か
せ
え
た
な
ら
ば
、
著
し
く
そ
の
生
産
乞
増
加
す
る
と
と

が
で
き
る
。
然
ら
ば
、
資
本
主
義
経
済
に
沿
い
て
社
合
的
生
産
の
殻
展
を
妨
げ
る
も
の
は
何
か
?
そ
れ
ば
生
産
物
を
貰
捌
く
こ
と
の
困

難
、
換
言
す
れ
ば
、
販
路
の
依
乏
に
他
な
ら
な
い
。
」
と
の
よ
う
な
「
生
産
物
乞
賢
捌
く
と
と
の
困
難
、
」
「
販
路
の
吠
芝
」
の
原

-139-

故
iZ: 

闘
は
ど
こ
に
あ
る
か
、

と
い
う
開
題
と
そ
「
販
路
の
問
題
」
で
あ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

「
販
路
の
問
題
を
充
分
に
解
明
す
る
た
め
に
は
、
先
十
資
本
議
杭
過
科
の
科
接
的
分
析
笠
間
ハ
え
ね
ば
な
ら
み
y
、
斗
申
出
た
と
の

分
析
は
個
々
の
私
的
資
本
の
み
な
ら
や
、
吐
合
的
資
本
の
総
体
友
も
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
O
i
-
-
-
と
の
社
合
経
済
の
総
体
を
研
究
せ
る
ケ

ネ
l
必
よ
び
マ
ル
ク
ス
の
方
法
を
採
用
せ
や
に
は
、
資
本
蓄
積
過
視
の
科
態
的
分
析
や
祉
合
的
の
資
制
友
支
配
す
る
法
則
の
純
定
は

ハ
5
d

不
可
能
で
あ
る
己

と
と
ろ
台
、

と
と
で
い
う
「
ケ
ネ
l
沿
よ
び
マ
ル
ク
ス
の
方
法
」
な
る
も
の
が
「
再
生
産
表
式
」
な
の
で
あ
る
。

経
済
祭
研
究

三五こ



ツ
ガ
ン
日
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
恐
慌
論
に
か
ん
す
る
一
考
察

佐
穂

ツ
ガ
ン
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ
シ
ア
に
ゐ
け
る
-
資
本
主
義
論
争
」
に
、
そ
の
恐
慌
論
を
も
っ
て
登
場
し
た
の
は
、

産
物
佐
賀
捌
く
と
と
の
困
難
」
、
「
販
路
の
扶
乏
」
、
「
市
場
の
不
足
」
の
故
に
、
外
岡
市
場
な
し
に
は
、
ロ
シ
ア
資
本
主
義
の
琵
展
が
不
可

シ
ス
モ
ン
ヂ
イ
ル
ナ
口
、
i

ド
ニ
キ
の
「
市
場
の
理
論
」
乞
反
駁
す
る
た
め
で
あ
っ
た
♂
そ
の
た
め
に
、
「
ケ
ネ
l
h桐よ

ロ
シ
ア
に
沿
い
て
は
「
生

能
で
あ
る
と
説
く

び
マ
ル
ク
ス
の
方
法
」
を
採
用
せ
や
に
は
、
科
墜
的
な
「
市
場
の
理
論
」
を
臨
(
え
る
と
と
も
出
来
な
い
が
、

ツ
ガ
ン
は
、
果
し
て
「
資
本

論
』
第
二
容
の
科
接
的
分
析
を
利
用
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
?

ツ
ガ
ン
は
「
マ
ル
ク
ス
の
分
析
は
未
完
成
の
ま
L

で
あ
り
」
、
「
「
資
本
論
」
第
三
容
の
根
本
を
な
す
販
路
現
論
は
、
第
二
容
の
山
市
で
興
え

ら
れ
た
枇
合
的
資
本
の
再
生
産
の
表
式
と
完
全
に
矛
盾
し
て
い
る
」
と
な
し
て
、
「
周
知
の
マ
ル
ク
ス
の
吋
資
本
論
ゐ
第
二
容
の
表
式
を
K
M

手
本
に
し
て
構
成
さ
れ
た
」
と
稿
ず
る
ツ
ガ
ン
自
身
の
表
式
で
、

以
下
の
表
式
を
、

マ
ル
ク
ス
の
分
析
友
「
完
成
」
し
よ
う
と
す
る
。

ツ
ガ
ン
は
「
枇
合
的
資
本
の
単
純
再
生
産
」
の
「
表
式
第
一
蹴
」
と
名
づ
け
る
げ

同
時
間

3

同
議
ヨ

園
出
由
一
“
一
凶

同

m
M柑
4
w
m時
s
h
m
M叩

海
閣
時
総
湿
器
殿
山
市
m抑

S
同
海

域
品
円
以
州
迫
務
滞
4
H
m
時
見
)
同
期

吋

M
C
M
V
十
uaomw
十
um仙
〔
)
司
日
一
品
中
〔
)

umM(〕
℃
十
日
∞
D
間
十
}
∞
O
司

日

吋
M
O

U
m
山()同)十}∞
O
間
十
{
∞
口
一
時
日
吋
M
O
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(
と
の
表
式
に
な
い
で
、

P
は
「
生
産
手
段
の
慌
値
」
、

r
は
「
剰
徐
生
産
物
の
慣
値
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
、
簡
略
化
の
た
め
に
、
吾
々
は
資
本
家
の
利
潤
と
同
一
視
す
る
。
」
)

a
は
「
蛍
該
州
労
働
者
の
持
賃
の
憤
値
」
、

「
ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
意
味
で
初
。
ロ
件
。
で
あ
り
、

ツ
ガ
ン
は
結
論
す
る
、

!
i

「
す
べ
て
の
商
品
に
封
ず
る
需
要
は
供
給
に
等
し
い
。
作
り
出
さ
れ
た
生
産
手
段
の
償
値
l
尽
き
l
は
、
同
じ
段
階
で
の
社
合
的
総
生
産

物
の
更
新
の
た
め
に
必
要
な
生
産
手
段
の
債
依
に
等
し
い
。
州
労
働
者
。
泊
費
手
段
の
債
億

l
誌
。
!
は
努
賃
の
総
額
(
話
。
+
話
。
+
居
。
)
に

ま
た
資
本
家
の
泊
費
手
段
の
憤
値
i
芯
φ
iは
利
潤
の
鱒
額

(ω
き
+
器
。
+
器
。
)
に
等
し
い
。
各
部
門
の
商
品
は
一
部
分
は
同
一

と
の
表
式
か
ら
、

等
し
く
、



か
っ
消
費
さ
れ
、
一
部
分
は
他
の
二
つ
の
部
門
の
高
口
m
と
交
換
さ
れ
る
。
」

ツ
ガ
ン
に
あ
っ
て
は
、
単
純
好
生
産
の
表
式
第
一
統
は
、
時
一
巾
姿
と
供
給
の
均
衡
を
説
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
「
資
本
論
』
第
三
巻
の
「
百
一
現
の
僚
件
」
は
「
相
異
な
る
生
保
諸
部
門
間
の
均
衡
に
よ
り
、
ま
た
枇
合
の
泊
費
力
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ

て
い
り
己
と
な
す
「
買
現
理
論
」
と
、
ツ
ガ
ン
の
理
解
す
る
表
式
第
一
蹴
と
「
完
全
に
矛
盾
し
て
い
る
」
と
と
に
な
り
、
「
生
産
と
消
費
と

の
間
に
見
ら
れ
る
関
係
に
つ
い
て
の
古
典
沃
経
済
撃
の
問
中
設
と
γ

ル
ク
ス
の
社
合
的
資
本
の
再
生
産
の
分
析
と
の
綜
合
の
試
み
」
を
意
捌

部
門
内
部
で
交
換
さ
れ
、

す
な
わ
ち
、

せ
し
め
る
。

こ
の
と
と
は
、

ツ
ガ
ン
と
同
じ
「
合
法
的
マ
ル
ク
シ
ス
ト
」
た
る
ス
ト
ゥ
ル
1
ヴ
ェ
と
同
様
に
、

ツ
ガ
ン
が
科
問
中
的
「
z

賢
現
理
論
」
を
、

ハ
日
)

「
均
街
的
配
分
の
理
論
」
と
誤
解
す
る
が
故
に
他
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
社
令
的
生
産
物
の
安
現
の
抽
象
的
理
論
と
し
て
の
「
社
合
的
総

読
本
の
再
生
産
と
流
通
」
の
分
析
は
、
「
生
産
に
沿
い
て
泊
耗
さ
れ
る
資
本
は
そ
の
民
組
か
ら
見
て
如
何
に
し
て
年
々
の
生
産
物
か
ら
補
填

さ
れ
る
か
、
ま
た
と
の
補
填
の
運
動
は
資
本
家
に
よ
る
剰
徐
償
値
の
泊
料
〈
必
よ
び
州
労
働
者
に
よ
る
努
貨
の
消
費
と
如
何
に
か
ら
み
あ
っ
て

S
M
}
 

い
る
か
」
と
い
う
と
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
る
る
か
ら
で
あ
る
。

と
の
遇
税
乞
「
表
式
」
は
「
同
解
す
何
日
記

S
Z
B
gご
に
す
ぎ
や
川
~
「
単
純
再
生
産
に
あ
っ
て
は
、
商
品
資
本
ー
の
う
ち
ぐ

+
E
な
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る
依
値
観
は
(
し
た
が
っ
て
総
商
品
生
産
物
ー
の
う
ち
と
れ
に
封
臨
ず
る
比
例
的
部
分
も
)
、
部
門

H
の
総
商
品
生
産
物
中
の
同
じ
く
比

ハ日
J
}

円
(
〈
十
自
)
日
闘
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

倒
的
部
分
と
し
て
選
り
出
さ
れ
る
不
援
資
本

E
C
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち

と
い
う
一
つ
の
「
結
論
」
が
、
償
法
他
則
の
貫
徹
の
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
二
部
門
間
の
均
備
は
必
然
的
に
「
蝦
定
」

ツ
ガ
ン
の
よ
う
に
、
表
式
が
「
説
明
」
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
以
と
良
一
?
な
る
「
謬
見
」
の
一
つ
で
あ
る
と
と
は
肢
に
「
指
摘
」

3
れ
て
い
る
匂
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

ツ
ガ
ン
の
表
式
の
「
基
礎
範
時
」
が
、

会
と
と
で
二
、
一
一
…
の
鮪
b
L
吟
味
し
て
見
ょ
う
。

経
抑
制
態
研
究
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ß~さ

此
合
的
総
資
本
の
一
品
生
産
と
流
通
に
沿
い
て
は
、
資
本
家
と
境
問
者
の
「
偶
人
的
泊
費
」
が
如
何
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
か
を
も
明
ら

ハ
叩
)

か
に
す
る
た
め
に
、
枇
合
的
生
産
物
を
「
そ
の
使
用
慎
組
、
そ
の
史
料
的
安
能
ど
に
従
っ
て
、
ー
、
生
産
手
段
、
目
、
消
費
手
段
、
に
分

け
、
そ
れ
に
路
じ
て
、
位
合
的
生
産
没
、

I
、
生
産
手
段
生
産
部
門
、
目
、
治
投
手
段
生
産
部
門
、
の
二
部
門
に
分
説
す
る
と
と
が
「
資

(
叩
J
)

本
主
義
枇
ん
叩
け
に
h

掛
け
る
生
産
物
の
民
現
に
つ
い
て
の
論
議
の
山
内
設
貼
と
た
る
0

1

一

然
る
に
、
ツ
ガ
ン
は
「
マ
ル
ク
ス
の
公
手
本
に
な
ら
っ
て
椛
成
さ
れ
た
」
と
稿
す
る
「
去
式
第
一
一
蹴
」
で
は
、

I
、
生
産
手
段
の
生
産
、

E
、
川
労
働
者
用
泊
投
手
段
の
生
産
、
開
盤
、
資
本
家
用
泊
投
手
段
の
生
産
、

の
三
部
門
に
分
け

そ
の
極
分
の
論
擦
を
全
然
説
明
し
て
い
た

ν、
O 

一
位
九
四
的
生
産
物
が
交
換
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
生
産
的
泊
料
(
に
よ
っ
て
の
み
す
一
現
さ
れ
る
生
産
手
段
と
、
間
人
的
消
費
に
よ
っ
て
は

笠
現
さ
れ
る
が
、
生
産
的
消
費
に
む
け
ら
れ
な
い
治
投
手
段
と
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
と
の
分
割
は
笠
は
、
椴
設
で
は
な

く
て
、
事
宜
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
手

J
故
に
、
ツ
ガ
ン
の
如
く
、
資
本
家
の
治
投
手
段
の
生
産
乞
滴
立
の
一
部
門
に
す
る
と
と
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lヱ

と
の
交
換
乞
佐
ら
に
複
雑
に
じ
、
位
値
と
使
用
慣
値
と
の
国
別
を
班
解
し
符
な
い
で
、
ゴ
一
部
門
に
分
割
し
て
い
る
と
し
か
忠
わ
れ
な

¥，，-， 
。分

乞

V

と

m
と
に
還
元
す
る
と
い
う
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
ド
グ
マ
は

「
表
式
の
基
礎
範
時
」
の
第
二
の
問
題
鞘
は
、
枇
合
的
生
産
物
乞
「
慣
値
腕
鮪
」
か
ら
の
+
ぐ
十
自
に
分
割
す
る
と
と
で
あ
る
。
と
の

c
部

マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
始
め
て
克
服
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ツ
ガ
ン
は
、

と
の
マ
ル
ク
ス
の
州
市
訟
を
我
が
も
の
に
し

ス
ミ
ス
、

リ
カ
ァ
ド
、

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
、

J
-
S
・
ミ
ル
等
を
批
判
す
る
。
だ

が
、
そ
の
表
式
に
h

引
い
て
は
、
祉
命
的
生
産
物
を
H
V
!
?
白
g

十
円
に
分
け
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
友
戎
の
よ
う
に
説
明
す
る
0

1

1

「
私
は
マ
ル
ク
ス
の
沈
H

泊
の
柄
引
川
(
不
一
秘
資
本
・
可
琵
託
本
・
制
締
約
、
値
)
を
用
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
私
は
マ
ル
ク
ス
の
刺
徐
慎
値

誌
に
立
脚
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
制
徐
生
産
物
の
生
産
に
沿
い
て
は

l
従
っ
て
問
。
ロ
な
に
必
い
て
も
l

人
間



の
附
労
働
力
と
死
せ
る
掠
働
手
段
と
の
間
に
は
全
然
高
別
が
な
い
。
ひ
と
は
機
械
乞
人
間
の
間
労
働
力
と
同
等
の
模
利
を
も
っ
て
可
礎
資
本
と

呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
げ
だ
し
雨
者
と
も
対
能
生
産
物
乞
生
み
出
す
か
ら
で
る

枇
合
的
生
産
物
を
ぶ
μ
瀧
溺
サ
十
品
部
出
サ
ー
γ

そ
れ
は
、
枇
合
的
生
産
物

が
す
べ
て
所
得
に
解
消
す
る
と
い
う
ス
ミ
ス
以
来
の
経
済
阜
の
誤
謬
乞
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
科
路
一
白
押
一
現
の
現
論
は
、
吋
資
本
論
』

の
第
一
容
に
ゐ
け
る
個
別
的
資
本
の
生
産
過
程
の
分
析
と
論
理
的
に
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
し
か
も
科
接
的
貿
現

の
現
論
に
沿
い
て
は
、
可
器
禁
本
を
郁
悶
(
ず
る
生
産
物
は
、
持
働
者
誌
の
治
究
手
段
と
交
換
さ
れ
ね
ば
な
ら
や
、
不
竣
春
一
本
を
補
填
ナ
る

生
産
物
は
、
結
局
に
沿
い
て
生
産
手
段
と
交
換
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
こ
の
ゆ
え
に
、
不
建
資
本
と
可
経
費
本
と
の

国
別
は
、
校
一
現
の
別
論
に
沿
い
て
、
ル
川
…
保
件
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
」

に
匝
分
ず
る
と
と
の
根
擦
は
ど
と
に
占
あ
る
か
?

と
と
ろ
が
、
ツ
ガ
ン
は
、
機
械
も
利
能
生
産
物
を
生
む
と
主
張
し
、
マ
ル
ク
ス
の
剰
接
憤
値
誌
を
担
否
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
セ
ー
の
、

〈

U
J

¥
「
生
産
手
段
の
生
産
的
奉
仕
」
と
い
う
俗
流
的
見
解
に
立
ち
M
W
る
。
そ
し
て
、
「
ス
ミ
ス
と
同
誌
に
社
合
的
総
生
産
物
を
ば
、
同
労
賃
と
「
レ

ハ
刊
J
U

ン
テ
」
(
彼
の
用
語
に
よ
れ
ば
、
「
レ
ン
テ
」
と
は
、
利
能
債
値
す
な
わ
ち
、
利
潤
と
地
代
と
安
一
絡
に
し
た
も
の
)
に
誤
っ
て
分
割
」
せ

る
ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
レ
ン
テ
設
を
掠
用
ず
る
ο

と
の
よ
う
な
ツ
ガ
ン
の
「
表
式
第
一
斑
」
ば
「
需
要
と
供
給
の
形
而
上
墜
的
均
街
」
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を
「
説
明
」
ず
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

北
に
、
「
践
張
段
階
で
の
社
合
的
資
本
の
再
生
成
(
資
本
の
蓄
積
)
ご
ざ
不
す
「
表
式
第
二
粧
〕
に
移
ろ
う
。
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と
の
表
式
は
「
祉
合
的
生
産
は
そ
れ
自
身
で
一
つ
の
市
場
を
作
り
出
す
」
と
い
う
「
そ
れ
自
身
で
は
組
め
て
単
純
な
原
盟
乞
明
白
に
説

明
」
し
、
更
に
、
「
枇
合
的
資
本
の
単
純
再
生
産
と
披
張
さ
れ
た
規
模
に
た
け
る
再
生
産
と
の
比
較
か
ら
、
ひ
と
は
訟
も
主
要
な
結
論
を
引

き
だ
す
と
と
が
出
来
る
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
経
済
に
ム
沿
い
て
は
、
向
品
に
封
す
る
需
要
は
、
或
る
意
味
に
沿
い
て
、
社
合
的
消
費
の
合

範
国
か
ら
調
立
し
て
い
る
、

1
iと
い
う
と
と
は
、
そ
れ
は
「
常
識
』
の
翻
酷
か
ら
見
て
如
何
に
不
合
却
で
あ
ろ
う
と
も
、
一
杭
ん
判
的
消
費

の
全
範
闘
が
誠
悲
し
、
し
か
も
同
時
に
商
品
に
封
す
る
枇
合
的
需
要
が
増
大
す
る
と
と
は
可
能
で
あ
ね
よ
と
い
う
と
と
を
示
す
。

ツ
ガ
ン
の
「
原
理
レ
す
な
わ
ち
「
枇
合
的
生
産
は
そ
れ
自
身
で
一
つ
の
市
場
を
作
り
出
す
」
と
い
う
命
題
は
、
「
設
展
し
つ
つ
あ
る
資
本

主
義
的
生
産
そ
の
も
の
が
、
消
費
手
段
で
は
な
く
て
、
主
と
し
て
生
産
手
段
に
か
ん
し
て
自
分
の
た
め
に
市
場
乞
つ
く
り
出
町
〕
と
い
う
意

味
に
沿
い
て
正
し
い
。
そ
の
意
味
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
に
ゐ
い
て
市
場
の
狭
陸
の
た
め
に
、
外
国
市
場
な
し
に
は
、
資
本
主
義
的
生
産
が
不

可
能
で
あ
る
主
主
張
す
る
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
日
ナ
ロ

1
ド
エ
キ
の
見
解
に
釘
立
す
る
も
の
と
し
て
意
味
乞
も
つ
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
「
生
産
手
段
。
生
産
的
挙
仕
」
と
い
う
セ
ー
の
俗
流
的
見
解
を
「
取
し
い
じ
と
す
る
ツ
ガ
ン
の
表
式
は
「
生
産
物
の
販
路
を
ひ
ら

m
m判
〉

く
も
の
は
、
と
れ
ひ
と
り
生
産
の
み
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
セ
ー
の
「
販
路
設
」
と
如
何
に
自
分
を
匝
別
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
?

ま
た
、
需
要
が
泊
費
か
ら
「
滴
立
」
し
て
い
る
と
い
う
ツ
ガ
シ
の
「
最
も
軍
要
な
結
論
」
は
一
止
し
く
な
い
。
何
故
な
ら
、
ツ
ガ
ン
自
身

の
「
表
式
第
二
続
」
に
た
い
て
も
野
働
者
及
び
資
本
家
の
偶
人
的
消
費
は
絶
封
的
増
加
を
不
、
じ
て
い
切
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ツ
ガ
ン
は
「
持
貨
の
不
断
の
、
し
か
も
著
し
い
減
退
訟
よ
び
資
本
J

誕
の
泊
授
に
何
ら
増
加
の
な
い
場
合
の
資
本
の

一
不
ず
「
去
式
」
を
作
製
し
て
い
る
か
げ
例
人
的
治
史
の
減
退
と
同
時
の
生
産
の
増
大
と
い
う
こ
と
「
担
問
に
京
本
主
誌
の
も
と
に
丸
山
い
て

Ar
部
)

は
、
と
の
と
と
は
可
能
で
あ
り
¥
ま
た
九
時
と
な
わ
れ
て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
や
、
そ
と
で
は
資
本
主
義
的
生
産
が
、
生
産
と
治
安
と
の

間
に
な
ん
ら
矛
障
が
な
い
の
で
な
く
、
現
官
に
矛
盾
が
存
在
す
る
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
的
生
誌
は
、

の
あ
と
に
つ
い
て
ゆ
く
」
と
と
を
示
す
。

そ
れ
で
、

をご

生
産
手
段
の
生
産
と
消
費
乎
段
の
生
底
と
は
令
「
間
接
的
」
に
「
連
関
」
し
て
、

ツ
ガ
ン
は
と
の
「
諮
問
問
い
友
純
一
蹴
す
る
と
と
に
よ
っ
て
「
現
世
一
の
恐
慌
の
お
似
の
原
悶
」
と
し
て
の
「
大
衆
の
窃
J

乏
と
治
資
制
限
」
の

「
泊
費
が

椴
乞
全
く
見
失
う
に
至
っ
た
。

さ
て
、
ツ
ガ
ン
は
「
資
本
主
義
経
済
全
体
の
表
式
的
研
究
」
の
「
結
論
」
と
し
て
「
一
般
的
法
則
と
し
て
、
枇
令
的
生
産
が
均
街
的
に

配
分
さ
れ
て
い
る
時
は
、
消
費
ゐ
よ
び
泊
費
釘
象
の
如
何
な
る
減
退
も
市
場
に
沿
い
て
何
ら
お
嬰
に
お
す
る
供
給
の
過
剰
を
惹
却
し
え
な

会
刊
)

い
の
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
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と
の
命
題
か
ら
資
本
主
義
吐
ん
W
H
O

恐
慌
の
必
然
性
を
論
詮
す
る
た
め
に
、
ツ
ガ
ン
は
、
「
枇
令
的
生
産
が
均
衡
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
時

は
、
」
と
い
う
前
提
乞
取
り
去
り
、
資
本
主
義
枇
合
で
は
「
生
産
の
無
政
府
性
」
が
支
配
し
て
い
る
か
ら
「
枇
合
的
生
産
の
均
衡
的
配
分
」

が
保
設
さ
れ
な
い
と
い
う
と
と
を
開
け
加
え
る
だ
け
で
よ
い
と
と
に
な
る
。

ツ
ガ
ン
は
「
生
産
の
い
政
政
院
性
」
を
如
何
に
理
解
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
が
北
部
の
問
題
で
あ
る
。

じ
か
ら
ば
、
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形
態
乞
と
り
、
他
方
で
、
商
品
生
産
乞
支
配
し
て
い
る
の
摂
政
府
性
」
が
、
阪
抗
日
訟
則
の
貫
徹
の
給
品
ベ
与
例
の

け
る
生
産
を
一
粧
台
的
生
産
と
し
て
昂
拐
し
組
職
ず
る
こ
と
」
を
生
み
出
す
。
か
く
て
「
社
合
的
生
産
と
資
本
主
義
的
山
引
と
の
出
の
矛
盾

ハ
2
V

は
、
悩
々
の
工
場
に
沿
け
る
生
庄
の
組
織
化
と
金
枇
ん
V

け
に
な
げ
る
生
産
の
い
山
政
府
性
と
の
間
の
封
立
と
し
て
再
生
産
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
ら
の
諮
矛
障
は
、
商
品
生
産
が
支
配
的
生
産
絞
式
で
あ
る
資
本
主
義
社
合
に
む
い
て
、
一
そ
う
激
し
く
な
り
、
恐
慌
乞
必
然
た
ら

し
め
、
恐
慌
が
、
「
現
存
す
る
諸
矛
活
の
一
時
的
な
暴
力
的
解
決
に
す
ぎ
な
い
」
以
ト
ハ
、
一
居
激
烈
な
弐
の
恐
慌
乞
準
備
し
、
い
わ
ゆ
る
景

気
循
環
を
生
み
出
し
つ
つ
、
「
よ
り
高
度
の
他
の
有
機
体
に
よ
る
一
五
の
右
機
体
の
交
替
」
の
物
質
的
基
礎
と
主
体
的
保
件
そ
形
成
し
て
行
く

こ
、
J
d

fu
よ

の
で
あ
る
。

再
生
産
表
式
は
、
枇
八
円
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
渇
の
過
程
に
占
ぶ
い
て
如
何
に
行
わ
れ
る
か
乞
「
同
解
」
し
℃
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
過
程
に
ゐ
け
る
生
産
と
消
費
と
の
聞
の
矛
照
も
ま
た
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
枇
合
的
生
産
が
均
的
的
に
行
わ
れ
る
と
と

し
か
る
に

(
3
J
 

ツ
ガ
ン
も
、
「
経
前
部
慌
に
必
い
て
と
そ
、
資
本
主
義
的
経
済
松
式
の
誌
も
深
刻
な
諾
矛
慣
が
あ
ら
わ
に
な
る
」
と
と
乞
認

-148-

を
「
詑
明
」
す
る
も
の
で
は
な
い
。

め
、
そ
の
「
諸
矛
居
」
伝
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
。

「
入
問
。
欲
求
の
充
足
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
の
生
涯
と
、
資
本
の
創
出
に
ゐ
け
る
一
つ
の
技
術
的
契
機
と

L
て
の
、

自
己
目
的
と
し
て
の
生
産
と
の
聞
の
矛
活
は
、
資
本
制
経
済
秩
序
の
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
な
「
基
本
的
矛
盾
」
の
型
鮮
の
中
に
、
ツ
ガ
ン
の
「
マ
ル
ク
ス
の
現
論
の
新
カ
ン
ト

す
な
わ
ち

わ
れ
わ
れ
は

に
よ
る
受
精
作
用
」

(
レ

1
3
ン
)
左
見
る
と
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち

ツ
ガ
ン
は
安
本
主
義
枇
ん
仰
の

「一品官(」

の
中
に

「
基
本
的
矛
庶
」

乞
見
る
の
で
は
な

く
て
、
生
産
が
「
目
的
」
か
「
手
段
」
か
と
い
う
こ
と
に
「
基
本
的
矛
盾
」
乞
見
出
す
の
で
あ
る
。

ツ
ガ
ン
は
、
前
協
の
引
用
文
に
続
け
て
い
う
、

1
1
1
「
と
の
矛
盾
は
、

そ
の
社
合
的
表
現
を
、

生
産
の
管
説
者

l
l生
産
手
段
の
所
布



者

i
iは
世
誌
に

に
参
加
せ
や
、
ほ
接
的
生
産
者
は
生
産
手
段
乞
何
も
所
有
せ
や
、

そ
れ
に
従
っ
て
生
涯
に
封
し
て
何
ら
の
統
制
乞

と
い
う
と
と
に
見
出
す
。
け
れ
ど
も
と
の
よ
う
な
お
樹
の
矛
盾
は
、
治
民
本
主
義
的
生
産
誌
式
の
何
ら
特
殊
な
問
自
性
で
ほ

と
い
与
の
ほ
と
の
よ
う
な
矛
庄
は
、
奴
想
秘
的
ゐ
よ
び
封
建
制
的
生
産
税
式
の
如
き
利
能
生
産
物
の
い
内
有
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
生

産
様
式
に
共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
資
本
主
義
的
生
産
の
そ
れ
ら
と
異
な
る
賠
は
弐
の
町
初
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
間
労
働
者
が
一
位

も
も
た
な
い
、

な
い
、

の
同
単
な
る
生
産
手
段
の
役
割
に
挺
さ
れ
る
の
み
な
ら
や
、

あ
る
程
度
ま
で
資
本
家
自
身
ず
ら
恭
一
本
誌
杭
O

一
筒
白
川
平
な
る
手
段
に
な
る
と

い
う
と
と
で
あ
る
。
」

ツ
ガ
ン
の
経
済
史
の
出
併
に
つ
い
て
は
、
今
は
問
わ
ぬ
と
し
て
、
資
本
主
義
社
合
に
必
い
て
は
、
問
労
働
者
が
生
産
手
段
に
な
り
、
資
本

家
も
皆
川
税
の
「
手
段
」
に
な
る
と
す
れ
ば
ベ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
間
の
釘
立
」
な
ど
あ
り
え
な
い
答
で
あ
り
、

逆
に
、
労
働
者
は
資
本
家
と
協
力
し
て
、
生
践
を
つ
日
己
日
的
」
で
は
な
く
て
、
「
手
段
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
笈
践
的
邸
結
友

生
ま
ね
ば
な
ら
友
く
た
る
。
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廷
に
、
ツ
ガ
ン
は
「
話
一
の
矛
清
〔
以
上
。
ツ
ガ
ン
の
斑
併
す
る
「
基
本
的
矛
盾
」
乞
指
す

l
i引
用
者
〕
と
一
位
誌
に
閥
述
じ
て
資
本

主
義
的
経
済
秩
序
の
第
二
の
矛
活
が
後
生
ず
る
」
と
述
べ
て
、
「
側
々
の
寸
ム
一
訓
切
に
た
e

け
る
生
産
の
組
織
化
と
会
社
人
W
に
'
ぬ
け
る
生
産
の
俗
…

ハ
5
4

政
府
性
と
の
聞
の
お
立
を
脱
出
J

げ
る
。

そ
の
「
闘
迩
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
ツ
ガ
ン
は
全
然
説
明
し
て
い
な
い
。

ゃご

2
、

半山

4μ

以
上
の
如
き
「
基
本
的
矛
盾
」
(
第
一
の
矛
盾
)
と

の
一
契
披
と
し
て
必
然
な
ら
し
め
る
」
と
い
い
、
そ
れ
ら
の
矛
尻
と
恐
慌
の
関
控
乞
衣
の
よ
う
に
説
明
す
る
、

l
i

「
資
本
主
義
の
基
本
矛
庶
が
枇
合
的
消
費
の
吐
合
的
生
産
に
到
す
る
統
制
の
扶
如
で
る
る
こ
と
は
上
越
せ
る
如
く
で
あ
る
。
資
本
制
生
産

は
一
つ
の
手
段
か
ら
自
己
目
的
に
な
る
。
と
こ
か
ら
資
本
主
義
的
経
心
的
の
諸
恐
慌
が
我
生
ず
る
。

ツ
ガ
ン
は
、

二
の
矛
活
」
は
「
一
般
的
過
剰
生
産
を
資
本
主
義
的
経
済
の
渡
良

々
は
枇
合
的
生
産
の
均
備
的
配

出
阿
波
間
平
研
究

五:
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分
の
下
で
は
需
要
は
商
品
の
供
給
自
体
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
と
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
完
全
な
均
衡
の
誌
成
に
は
克
服
し
難
い

困
難
を
そ
れ
自
身
の
中
に
も
っ
て
い
る
。
枇
合
的
資
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
配
分
が
均
衡
的
配
分
か
ら
議
離
す
る
と
、
二
一
一
一
の
商
品
の
過
剰
生

産
に
相
場
く
、
だ
が
す
べ
て
の
生
海
部
門
は
相
互
に
・
報
提
な
器
開
の
下
に
あ
る
の
で
、
二
三
の
商
品
の
部
分
的
な
過
剰
生
産
は
一
般
的
商
品

過
剰
生
産
に
特
化
す
る
、
商
品
市
場
は
畏
れ
な
い
商
品
で
充
ち
溢
れ
る
、
か
く
て
債
格
の
崩
落
が
起
る
。
」

と
と
で
は
、
資
本
主
義
の
「
基
本
的
矛
盾
」
が
「
社
合
的
治
野
、
の
枇
合
的
生
産
に
封
す
る
統
制
の
扶
如
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
と
の
よ
う
な
生
産
の
無
政
府
性
は
商
品
生
産
に
国
有
の
範
院
で
る
っ
て
、
資
本
主
義
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
生
産
の
無
政
府
性
が
支
配
す
る
が
故
に
、
不
均
衡
が
生
や
る
と
い
う
な
ら
ば
、

「
そ
の
と
と
は
資
本
主
義
的
生
産
の
内
部
で
は

個
々
の
生
産
部
門
間
の
均
衡
は
不
均
衡
か
ら
生
じ
る
絶
え
ざ
る
過
程
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
と
と
以
外
に
何
も
意
味
し
な
い
、

1
iと

い
う
の
は
、
と
の
場
合
に
は
総
生
産
の
関
訟
は
、
官
目
的
法
期
と
し
て
生
産
代
現
者
た
ち
に
自
己
友
強
制
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
協

ハ
7
》

同
的
理
性
に
よ
っ
て
把
掘
さ
れ
従
っ
て
支
閉
さ
れ
た
法
則
と
し
て
生
深
過
程
乞
枯
ら
の
共
同
的
絞
御
に
給
わ
や
る
の
で
は
な
い
か
ら
。
」

す
な
わ
ち
、
生
産
の
無
政
府
性
だ
け
で
は
不
均
衡
は
説
明
出
来
る
が
、
「
撹
乱
さ
れ
た
均
衡
か
L

問
脱
出
的
に
再
建
す
る
暴
力
的
な
保
護
」

と
し
て
の
恐
慌
が
説
明
出
来
な
い
。
そ
れ
故
、
生
産
の
駐
合
的
性
格
と
資
本
主
義
的
占
有
形
怒
と
の
開
の
矛
盾
が
定
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

ツ
ガ
ン
の
よ
う
に
「
基
本
的
矛
盾
」
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

-J50-

の
で
る
る
。

し
か
も
、

の
無
政
府
性
と
何
ら
「
直
接
に
mm控」

ず
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
と
と
に
な
る
。

設
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、
一
六
二
ペ
ー
ジ
。

吋
回
加
担
同
M
Z
H
凶
即
時
田
口
。
話
回
目
。
コ
∞
件
記
念
出
S
・
g-田・
4
4
4

∞

ω・
日
刊
i
N
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(7) (6) 

出-田・。・

4m-
凶
ケ

沼
田
吋

H
U
O担
問

問

mwZSM・
切
込
-
H
H
H
u
m
ω

・
日
∞
u
i
N
白血・

閥
、
恐
慌
請
と
崩
壊
理
論
と
の
連
繋

わ
れ
わ
れ
は
、

以
上
に
公
い
て
、

ツ
ガ
ン
恐
慌
論
の
核
心
友
な
す
再
生
産
主
式
と

の
知
政
府
一
紅
白
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。

再
生
産
表
式
は
、

ツ
ガ
ン
に
あ
っ
て
は
、
批
合
的
生
産
の
配
分
が
均
衡
し
て
ゐ
れ
ば
、

な
ん
ら
過
剰
生
産
物
を
生
み
出
さ
な
い
ご
と
を

「
設
明
」
す
る
。
均
街
を
保
設
す
る
も
の
が
恐
慌
で
あ
る
。
恐
慌
に
よ
っ
て
枇
合
的
生
産
が
均
約
的
に
配
分
さ
れ
る
限
り
、
一
杭
合
的
生
注
ハー一)

は
個
人
的
治
安
か
ら
「
猫
立
」
に
増
大
す
る
。
か
く
て
ベ
資
本
主
義
は
ど
ん
な
場
合
で
も
市
場
の
依
乏
か
ら
は
崩
壊
し
な
い
で
あ
ろ
う
」

し
か
し
な
が
ら

ツ
ガ
ン
の
崩
壊
理
諸
の
結
論
の
一
つ
が
輿
え
ら
れ
る
。

ツ
ガ
ン
は
資
本
主
義
が
「
無
限
に
r

存
続
」
す
る
と
は
考
え
な
い
。
何
故
な
ら
、
資
本
主
義
祉
人
川
口
ば
、
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と
い
う
、

「
人
間
は
そ
れ

ハ
2JV

自
体
で
日
的
で
あ
る
」
と
い
う
カ
ン
ト
の
道
徳
律
に
矛
附
す
る
か
ら
、
必
然
的
に
崩
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
ツ
ガ
ン
は
考
え
る
。
と

の
よ
う
な
考
え
は
、
ツ
ガ
ン
白
「
基
本
的
矛
盾
」
の
理
解
に
つ
な
が
る
。

一
方
、
ツ
ガ
ン
は
、
恐
慌
が
共
第
に
そ
の
性
質
を
鎚
化
し
て
行
く
と
と
佐
示
認
す
る
。
資
本
主
義
の
滴
占
段
階
に
沿
い
て
、

週
期
的
出
現
の
危
険
性
を
排
除
し
た
」
と
主
張
す
る
ベ
ル
ン
シ
で
グ
イ
ン
等
の
見
解
を
反
駁
し
て
、

(

3

)

 

止
揚
す
る
と
と
は
全
く
で
き
な
い
と
考
え
る
」
と
述
べ
、

(
4
J
}
 

る
」
と
い
う
。
と
の
よ
う
な
恐
慌
の
性
質
の
経
化
は
、

「
恐
慌
の

「
五
日
々
は
カ
ル
テ
ル
が
産
業
循
壊
を

「
現
在
で
は
、
恐
慌
は
も
は
や
な
性
の
病
気
で
は
な
く
て
、
慢
性
の
病
気
で
あ

「
生
産
様
式
が
交
換
様
式
に
叛
諮
し
、
生
産
力
は
も
は
や
生
産
様
式
の
手
に
負
え

ぬ
ま
で
に
成
長
し
て
と
れ
に
叛
逆
す
る
い
と
と
注
意
味
す
る
。

し
か
る
に

ツ
ガ
ン
の
よ
う
に
「
基
本
的
矛
盾
」
を
現
解
し

の
無
政
府
性
」
乞
理
解
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
恐
慌
論
は
、
必
然

制
限
溶
接
研
究

ミ百こ



ツ
グ
ン
リ
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
恐
慌
論
に
か
ん
す
る
一
考
察

伎
一
時

的
に

ヒ
ル
フ
ア
デ
ィ
ン
グ

フ
ハ

l
リ
ン

の
「
組
織
さ
れ
た
資
本
主
義
」
論
に
つ
な
が
る
。

す
な
わ
ち
、

ツ
ガ
ン
は
い
う
、

i
i

「
国
民
経
消
の
組
織
は
、
今
日
私
経
済
が
椛
成
さ
れ
て
い
る
如
く
、
討
議
的
・
日
的
立
識
的
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
主
体
、
す
な
わ
ち
例
入

の
利
抗
↑
に
な
っ
て
い
る
の
と
る
一
く
同
誌
に
、
明
単
一
の
思
考
に
よ
っ
て
計
設
的
に
山
巡
行
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
主
体
、
す
な
わ
ち
祉
作
の
利
ぷ

と
の
よ
う
な
経
消
和
械
は
社
合
主
義
と
呼
ば
れ
る
ο
」

に
な
る
よ
う
に
秘
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、

設
(日)(5) (4) (3) (2) (1) 

叶
口
一
H
m
w
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H
S
M
w
m
w
g
E
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間
宵
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0
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ロ
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宮
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ロ
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e

巧

-
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r
M
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Y
M
4
2司
∞
乏
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日
)
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切
P
M
H
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3
2
u
m
-
U
2
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前
抑
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)
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∞
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M
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凶
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tHW担
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H
H
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町
山
門
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-
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当・唱

m
-
M
U
4
n
出
迎
会
3
0
一
伊
品
目
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江
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田
町
出
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同
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守
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由
ロ
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ロ

k
r
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革
、
結

':::..6. 

E爾

ツ
ガ
ン
の
恐
慌
同
時
半
読
史
上
の
立
誌
を
明
ら
か
に
す
る
。

ツ
ガ
ン
の
思
慌
日
一
州
は
、
再
生
産
去
式
と
生
産
の
無
政
府
性
と
か
ら
な
る
ο

す
な
わ
ち
、
羽
生
十
除
去
式
ば
社
合
的
生
産
の
均
術
的
配
分
を

説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
生
r

庄
の
無
政
府
性
は
結
え
や
均
締
役
撹
乱
す
る
。
そ
れ
故
に
、
資
本
主
義
社
台
に
必
い
て
「
恐
慌
の
必
然
性
」

と
ツ
ガ
ン
は
説
明
す
る
。

結
論
と
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
叙
越
を
要
約
し
、

が
あ
る
、

「
基
本
的
矛
盾
」

こ
の
よ
う
な
ツ
ガ
ン
の
恐
慌
論
は
、
で
、
「
組
織
さ
れ
た
資
本
主
主
一
日
「
社
合
主
義
」
論
に
?
な
が
り
、
他
な
で
は
、
資
本
主
義
心

カ
ン
ト
汲
的
な
倫
現
的
矛
活
と
却
解
す
る
結
果
と
し
て
、
「
基
本
的
矛
首
」
と
恐
慌
の

、
ま
た



恐
慌
論
と
何
の
控
紫
も
な
い
道
徳
的
崩
壊
論
に
導
く
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ッ
ガ
ン
が
、
ナ
口

1
ド
一
二
丁
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
内
論

!
i
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
関
内
市
場
の
狭
脳
な
た
め
資
本
、
主
誌
の

議
長
が
不
可
能
で
あ
る
と
説
く
!
ー
を
反
駁
ず
る
た
め
、
科
準
的
経
消
早
か
ら
再
生
産
去
式
を
借
り
て
来
た
が
、
そ
の
民
の
立
義
を
則
一
併

せ
や
、
不
援
資
本
も
可
鑓
資
本
と
同
総
に
制
徐
的
組
を
生
む
と
い
う
セ
ー
の
俗
流
的
見
併
を
と
り
入
れ
、
再
生
花
去
式
は
、
枇
令
的
生
産

の
均
備
的
配
分
注
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

円

4
1

一〉

と
の
よ
う
な
再
生
産
去
式
の
意
義

ρ誤
解
は
、
オ
ッ
ト
1
・
パ
ウ
ェ
ル
を
経
て
、
グ
ロ
1
ス
マ
ン
に
ひ

ツ
ガ
ン
と
還
に
、
パ
ウ
ェ
ル
の
去
式
を
計
算
し
て
ゆ
く
と
三
十
五
年
日
に
は
荒
川
誌
が
不
可
能
に
な
る
と
と
に
よ
っ
て
、
崩
壊
を
「
詮
明
」

し
た
。

れ

グ
ロ
i
ス
マ
ン
ば

〔

3

)

(

d

d

ツ
ガ
ン
の
恐
慌
論
に
必
け
る
偵
値
論
及
び
剥
徐
位
杭
読
の
俗
流
的
見
解
は
、
ブ

1
一
一
ア
チ
ア
ン
及
び
カ
ッ
セ
ル
の
、
主
間
前
川
杭
説
的
恐

慌
論
、
或
い
は
慎
値
論
な
き
長
試
槌
劫
論
に
惑
っ
て
い
る
。

ツ
ガ
ン
恐
慌
論
の
一
核
心
友
な
す
「
生
誌
の
無
政
府
性
」
は
、
資
本
主
義
の
「
基
本
的
矛
活
」
か
ら
切
断
さ
れ
、
ツ
ガ
ン
の
恐
慌
論
は
「
組

織
さ
れ
た
資
本
主
義
」
論
と
は
控
議
中
ど
も
つ
が
、
科
準
的
な
崩
壊
川
町
論
と
な
ん
ら
迩
紫
を
も
た
や
ノ
、
ツ
ガ
ン
の
誤
っ
て
迎
鮮
や
る
「
基
本

的
矛
盾
」
か
ら
、
道
格
的
崩
壊
理
論
を
生
む
。

疋
し
い
立
味
で
の
「
基
本
的
矛
活
」
と
迩
繋
を
も
た
ぬ
ツ
ガ
ン
白
恐
慌
論
は
、
シ
ュ
ピ

l
ト
ホ
ブ
に
よ
っ
て
探
用
さ
れ
、
シ
ュ
ピ

l
ト

ホ
ブ
は
、
「
法
慌
論
」
乞
「
景
試
技
勤
論
」
に
再
編
成
ず
る
と
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
の
「
矛
盾
」
は
ど
と
か
に
行
っ
て
し
ま
い
、
「
恐

慌
論
」
と
「
崩
壊
理
論
」
と
の
諮
禁
は
完
全
に
な
く
な
っ
た
。

と
の
よ
〉
う
ふ
な
シ
品
ピ
1
ト
ホ
フ
の

は
い
わ
ゆ
る
近
代
経
済
皐
に
必
け
る
「
非
貨
幣
的
過
判
投
資
説
」
と
し
て
一
つ
の
主
流
乞

な
す
。

綴
溶
接
研
究

f，: 
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